
 

 

 

 

 

 

 小学校では、理科の授業で双眼実態顕微鏡や解剖顕微鏡などの器具を使って植物や生物

を観察する場面があります。植物や生物の体が拡大され、肉眼では見えない部分まで観察

することができます。インターネットできれいに撮影された画像を見ることもできますが、

実際に自分の目で観察するという体験を大切にしていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→双眼実態顕微鏡で観察している様子です。一人一人ピントを合わせる練習をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→５月のはげみテストが行われています。集中して取り組む姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→本日、朝の時間帯に読み聞かせを行いました。いろいろな本に触れるよい機会です。 
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